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	扇状地を取りまく周辺地域や沿岸部射水低地では、水質の異なる地下水の分布が見られる。これらは流域の地質や涵養機構の違い、ある�
	既往の同位体分析結果からは庄川扇状地地下水が、①庄川系地下水、②小矢部川系地下水、③宝達丘陵系地下水、④地表水起源の地下水の大きく�
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